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花菖蒲の育種のポイントについて 
一江 豊一 

 

この原稿は、平成 25 年 10 月 8 日に開催さ

れた秋の研究会における一江豊一氏の講演を

事務局において編集したものです。 

 □   □   □ 

はじめに 

花菖蒲園に勤めて今年で 37 年になる訳で

すけれども、それこそ学校を出てすぐに花菖

蒲園の方に勤めました。けれども花菖蒲を花

菖蒲園に入るまで全く見たことがない状態で

入りました。ですので、全く知らないのもま

ずいかなと言うことで本屋に行って、冨野先

生が出していたカラーブックスの「花菖蒲」

を一応買って、一通り見たという状態で花菖

蒲園に入ったというわけですので、本当に何

も知らない、ずぶの素人もいい所からスター

トしました。そのような状況ですので最初の

10 年ぐらいは花菖蒲を勉強するということ

で明け暮れたということです。 

 

1 助走段階の１０年 

 

(1) 花菖蒲の品種判別 

まず最初に品種のことが分からないの

で、名前は違っているんだけど、こっちの

品種とこっちの品種がどう違うの？と言う

ことが分からない状態からスタートしまし

たので、一年目は、これじゃまずいよなと

いう風に思いました。二年目からは、よく

よく見てくると、同じラベルで、当時花菖

蒲園は、列で花菖蒲を植えてありましたけ

れども、一列同じ品種じゃなければいけな

いんですが、よく見ていくと違う品種がい

っぱい混じっているんですよね。それで、

それを整理するという意味と、そういうこ

とで花をよく見て回るということをすれば

品種も覚えるだろうということで、二年目

からは品種の混じり直しを一所懸命やりま

した。 

そうしていくと、最初のうちは花が完全

に咲かないと判別付きませんでしたけれど、

そのうちに段々要領が分かってきて、蕾の

色がちょっと見えた状態で、ああこれはち

ょっと色が違うなとか、もうちょっと進ん

でくると蕾の形自体が違うよなと、段々わ

かるようになってきて、品種のことも覚え

ていきました。 

もともと花菖蒲園に勤めるというきっか

けというのは、自分自身が高校のころから

遺伝ということに興味があって、そういう

ことに関する仕事に就きたいなということ

があって、大学も農学部で育種研究室で学

びましたので、品種改良も担当するという

ことで花菖蒲園にお世話になりました。 

(2)取扱い数量の限界  

最初の方は品種名もわからない状況で交

配してますので大した良いものも出ずとい

うところですし交配していて実生を見ると

ね、これもいいなとかこれもちょっと変わ

ってるなとか、あるいはこれはたいしたこ

とないけども、ひょっとしたらこの後で良

いものが出るかもしれないなということで、

最初のうちはやたら数を残したくなるんで

すよね。それをしていって、ふっと気が付

いたときに、結局、扱える数には限度があ

るんですよね。だから自分が扱える数に限

度があるなかで中途半端なものを沢山残し

ていくと、中途半端なものを管理するだけ

で手いっぱいになって、次の交配ができな

くなる。そのことに後になって気が付きま

して、それじゃまずいなということで、そ

うならないようにするためには選抜の方を

しっかりしなければいけないし、扱える数

にも限度があるから、なるべく効率の良い

組み合わせを考えていかないといけないな

ということに気が付くのに十年くらいかか

りました。 

(3) 分離の記録は写真で 

一番最初のころは、花菖蒲がどういう

格好で次の世代に色んな性質が遺伝して
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紫衣の誉 

いくのかっていうことに自分自身が興味

ありました。また、改良するときにも必

要だなということで、記録をだいぶとり

ました。 

記録に関しては、今は、デジタルで写

真をとればそのまま残せますけど、当時

はまだデジカメというようなものがなく

て、全部フィルムでしたので、やたら写

真を撮ると、それはコストがかかってき

たので、そのあとでは、野冊に紙を挟ん

でそれに記録するということから始めま

した。それでやっていくとちょっと時間

がかかるので、その次の段階では、小型

のテープレコーダーを持って自分で一つ

ずつ花の特性を言葉によってそれを録音

しといて夜になってそれを帳面に書き出

すということもやりました。ただ、それ

をやるとね困るのはね、時々お客さんが

話かけてくるんですよね、やってる最中

に。それがちょっと困りました。  

現状では、デジタルで写真とっておい

て同じ組み合わせの親を撮ってやると、

組み合わせによって色んな色の出るやつ

もあれば、分離はするけども変異の範囲

が限定されてるものもあり、ほとんど同

じやつばっかり出る組み合わせもあると

いうのが調べると分かって来るので、そ

ういうのを踏まえて交配の計画を立てる

ようにしています。 

 

２ 花菖蒲の殖性など 

 

(1) 基本的に他殖性 

花菖蒲に関してですが、「神路の誉」、

「紫衣の誉」という花菖蒲が私が作出し

た中では一番古い品種にあたるものです。

これに関しましては、自分でこうすれば

こうなるだろうということで作出した訳

ではなくて、社長の方から言われて「ヴ

ィジュエルド・モガールみたいに艶のあ

る品種がもっとたくさん欲しい」と、

「あれは花はいいんだけどちょっと作り

にくいし殖えにくい花であるから」とい

うことを言われたので、そういうことを

候補にしていた中から拾ったということ

なので、どちらかというと社長（加茂さ

ん）の言われるままに交配したもののな

かから拾ったという感じです。 

花菖蒲は、基本的に他殖性ということ

がありますけれども、その辺のところは、

植物の種類によって、稲みたいに自分の

花粉で種子が着いて同じ品種がキープさ

れていく植物と、そうじゃなくて割と自

然の状態にしていても他の品種との交雑

が多くて、バラエティがキープされる植

物があります。 

花菖蒲の方はどちらかというと他殖性

に近い、自殖もしますけれどもセルフで

やってもちゃんと種もつきますし、遺伝

的に不和合性みたいなこともないんです

が、良く見ていくと、雄蕊の方は花が開

花するとその時点で開葯してて花粉が出

る状態になっているけども雌蕊の方は一

日目は閉じていて、それが二日目になる

と柱頭が開いてきてそこのところに花粉

がつくようになっているという、若干の

ずれがある訳ですよね。オーバーラップ

はしてますけど。 

それから、花の構造から言っても、花

菖蒲の場合は、花菖蒲園でいうとトラマ

ルハナバチみたいなのが非常によくつい

て、それが媒介しているんですけれども、

そのハチの入り方なんかによっても雄蕊

よりも先に柱頭が虫の背中に触る格好に

なっていて、虫の背中に既についている

花粉が雌蕊に着くということで、どちら

かというと、花の形的に言っても他殖に

なるようになっているように思います。 

それと交配していく中で、同じ花の花

粉を同じ品種に交配するということをだ

いぶやりましたけれども、自殖すると必

ず親より弱くなるというのがかなりはっ

きり現れてくるのかなっていう感じがし

ます。 

(2) 継続は力なり 

継続は力なりということでやっていくと、

下手な鉄砲は数撃てば当たることもあるけ

れど、当らないとは言いませんけれども当

るとは限らないと。それよりもやっぱり、

撃つ時もやたら撃つんじゃなくて普通のピ
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ストルで撃つよりも照準器のついたピスト

ルで撃った方が命中率が高くなります。 

狙う目標によっては、一回かけただけで

は絶対にでてこない組み合わせみたいなも

のもありますので、そこのところは一回交

配して良いものが出なかったから、あきら

めてしまうんではなくて、それを継続して

その後どう続けてやっていくかということ

が良い品種を作る秘訣かなと思います。 

あとは継続してやっていくと気が付くこ

とってあるんですよね。私自身は花菖蒲か

らスタートして色んな植物の品種改良をや

らせて頂いてますが、思ったよりも共通点

が多いです。だから花菖蒲で成り立つこと

は他の植物でも同じということが結構あり

ます。基本的にどんな植物でも近交弱勢と

いって近親交配を繰り返していくと自殖を

主にしてる植物であってもちょっと縁の離

れたものをかけてやる方が、程度の差はあ

るけれど丈夫になる性質でありますし、遺

伝の様式も同じだなという様なものが結構

あります。 

 

3 『植物の育成』で認識変わる 

 

バーバンクの書いた「植物の育成」という

本がありますけど、この本に出会えたという

のが自分のなかで考え方を新たにするきっか

けにもなったし、丁度この本を読んだのがス

タートから 10 年位経って大して成果も出な

かった頃にこの本と出会って認識が変わった

部分があって、その後、成果が段々出てきた

と自分自身では思っております。 

バーバンクっていう人はそれこそありとあ

らゆる植物の品種改良をした人で、有名なの

はジャガイモですね。バーバンク系統という

のもやってますし、現在でもバーバンクが作

った品種が主流になっているのは、プルーン

ですとかスモモのサンタローザという品種は

バーバンクが作ったものですし、花の方では

シャスターデージーなんかも彼が作った品種

です。あと、読んでいて意外だったのが、花

菖蒲についても、バーバンクが作った品種が

残っているわけではありませんが、花菖蒲の

事も書いてあって、それには非常に遺伝的な

変異が豊富な品種だということも掲載されて

います。 

反対の意味で考えさせられた本に「サイエ

ンティストゲーム」という本があります。こ

れは科学者が名を上げるために教授が助手の

やった仕事を肩書きで内容を奪っちゃうとい

う様な話、そういう学者の世界は自分には向

いてないと思いました。これに対してバーバ

ンクはジャガイモなんかはだいぶ儲かったみ

たいですけど、晩年は儲けた私財を全部投じ

てトゲなしサボテンの改良を一所懸命して、

トゲなしサボテンなら砂漠でも生産性の高い

農業ができると考えてされた人で、品種改良

でどれだけのことができるかということに一

生を費やされた人で、自分もできればそうい

う生き方ができればいいなと思って感銘を受

けました。 

 

４ 雑種とハイブリッド 

 

・『雑』の表すものは？（『純』の反対） 

価値として、純＞雑のイメージ 

日本語でいうと交配したもの雑種という言

い方をしていますね。雑種という呼び方とハ

イブリッドという呼び方ではイメージがだい

ぶ意味が違うとおもっていて、雑という言葉

のなかには純粋じゃない、程度の低いものと

いう、これは民族的なものではないかと思い

ますが、英語でいうハイブリッドの中には両

者の良いところをあわせもったさらに良いも

のという意味があります。交配する時にはこ

れを意識すると良いんじゃないかなと思いま

す。ちょっと縁の遠いものをかけた方が丈夫

で作りやすかったり、遺伝的にも離れていま

すので変異性もプラスになるということを

常々考えながら交配をしています。 

 

・ハイブリッドは、両者の良いとこ取り 

系統にこだわる人もいるんですよね。伊勢

系ならどれが純粋な伊勢系なんですかとか、

長井古種ならどこまでが長井古種だとかとい

うことにこだわると、花菖蒲自体の発展性も

少なくなっていくんじゃないかと思います。 

たとえば、菖翁さんから熊本の方に渡った

品種が元になって熊本系というのが発達して

いきましたけども、菖翁から熊本に渡った品

種は私は純粋な江戸系じゃなかったんじゃな

いかと考えていて、江戸系にプラスアルファ

された状態のものが向こうに渡ってそれが熊

本で花開いたのではないかと思っております。 

菖翁の有名な品種の「宇宙」とか「霓裳羽

衣」、「連城の璧」という品種と、熊本に渡

って熊本系の元になった「立田川」とか「王

昭君」だとかとは、ちょっと別の血が入って

やせんかなと思っていて、別の血はどういう
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立田川 

ことかというと江戸系よりも大輪であるとこ

ろとか花形的にも江戸系は受け咲きが多いけ

れども肥後系は深咲きもあるということで伊

勢系に近いものが江戸系に加わって熊本系が

できたのではないかと思います。 

実際に遺伝的なところを調べたわけではあ

りませんのであくまで推測ですが、実際菖翁

が一時期、京都に転勤していた時期があって、

この時に地理的に近い伊勢系に近いようなも

のと触れ合って、菖翁は間違いなく自然交配

だけではなく人工交配をしていたと私は考え

ているんですけれども、そういった交配を行

ったものが熊本に渡って花開いたとあり得る

話だなと思っています。 

先ほども言いましたようなことがあるので、

私の場合は、系統にこだわって純粋の江戸系、

純粋の肥後系、伊勢系というよりも、かえっ

て系統間同士の交配のものの方が良いものが

できるということで系統間の交配をたくさん

やってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは花菖蒲に限らず、球根ベゴニアの品

種改良もやったんですけれども、その場合は

やはり、球根ベゴニアでも作っている国によ

って一番見せるかっこうで進歩しているのは

イギリスの系統ですけれども、そこから発生

してアメリカに渡って改良されているし、そ

の前に渡ったベルギーでは、球根をとるため

の系統もあったありして、それは球根が太り

やすいやつを選別していたりしていて、球根

ベゴニアの改良の時もあえてイギリス系統の

同士で交配するのではなく、イギリス系とア

メリカ系とかイギリス系とベルギー系とか、

ドイツの立花とか花壇用として花の大きさは

それほどでもないけれど草の姿がいいとか花

着きのよいものとかあったりするので、そう

いういった系統で掛け合わせたりしました。

これは雑種というイメージではなく、ハイブ

リッドとして双方の良いところをとるように

して性質も丈夫なものを作るということをし

ました。 

 

５ 平尾先生の教え ～理想は高く～ 

 

色んなことで平尾先生には非常にお世話に

なったんですが、「花菖蒲銘花集」を加茂花

菖蒲園で作って花菖蒲協会監修ということで

７集まで出したんですけど、一番最初は平尾

先生がほとんど後ろの方（解説）を書いて、

その次に加茂さんが書いて、その後に私の方

にお鉢が回ってきて、解説を書いたんです。 

その時に当時花菖蒲園としては早咲きの品

種が貴重で、開園期間を長くできますので吉

江先生の品種を大量に作っていた関係で吉江

先生の品種を沢山載せたんですが、吉江先生

の品種解説のところで、私は「花型はいまい

ちだがとにかく早い」と書いたんです。そし

たら平尾先生から赤ペンで修正したやつが戻

ってきてそれには、「シーズンのスタートを

飾るところから度肝を抜くような素晴らしい

存在」と書いてありました。早くさえあれば

花型は悪かろうがそれでいいんだっていうイ

メージが私にあってそういう書き方になった

と思うんですけど、平尾先生からはそれじゃ

駄目だよ、早いだけじゃなくてスタートする

ところから花菖蒲ってすごいな、きれいだな

って思わせるような存在のものを作らないと

いけませんよというアドバイスでした。 

 

６ 交配計画の立て方 

 

基本の考え方はハイブリッドですね。今ま

でに全く無いものを作るという計画の立て方

はあまりしてません。それは実際にやってみ

てもものすごく難しいし、狙ってできるもの

ではないと言った方が良いかもしれません。

これまでになかったような真っ青とか真っ赤

な花菖蒲とかね、そういう様なものはなかな

かできないので、交配してるときには、覆輪

で八重咲の品種なんかもだいぶ作りましたけ

れども、八重咲の品種はたくさんあるけれど

もきれいな覆輪で八重咲のものは無いね、と

いうことで目標として八重咲できれいな覆輪

になったものをということを考える訳です。 
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銀の琴 

今度は交配の親を考えるわけですけど、

考えるときに花型の良い八重咲ときれいな覆

輪の入るものを交配していく訳です。一つの

例でいうと、「イマーキュリットグリッタ

ー」みたいなきれいな覆輪の出る品種が欲し

いけど、花型が貧弱だから、「イマーキュリ

ットグリッター」にかけて花型が良くなるよ

うなものを選ぶけれども、花型が良いだけで

は何でもいいかというとそうではなくて、目

的とするものが効率よく出てくるようなもの

を考えながら仕事を進めていきました。 

まとめると、 

・今までにない形質の組み合わせを考える 

・目的に近い品種を選ぶ 

・その品種に欠けている形質を拾い出す 

・欠けている形質をもつ品種と掛け合わせる 

・結果を見て次の交配を考える 

 

７ 世代を重ねて 

 

最初のころは「イマーキュリットグリッタ

ー」が良いと思って交配に使っていたんです

けれども、これといってきれいな覆輪が次の

代に出てこないのですね。当時は平尾先生か

ら交配した種子を送って頂いたり、吉江先生

の所は長野の方で花の時期がちょっと遅れま

すので、先生に相談して早咲きの開花時期に

加茂荘から色んな形質を持つ遅咲きの品種の

花粉を送って交配してもらった種子を加茂荘

に返してもらうということをやっていたんで

すね。 

その中に平尾先生から送って頂いた種子に

「イマーキュリットグリッター」と「澄心」

をかけた種子が入っていたんです。その種子

を播いてみたら、その子供は一本残らず全部

砂子でした。これはどういうことかな、とよ

くよく考えて、あと砂子の品種はどうかなと、

みてみると「京舞」のように砂子の品種は殆

んど縁に白い覆輪が出るんです。ひょっとす

ると白と白覆輪の関係でいうと、白覆輪の遺

伝子が２つ入ってホモになると白い覆輪が出

て、ヘテロの状態になると砂子になるのかな

と思って「イマーキュリットグリッター」と

「澄心」をかけたやつにもう一回かけ戻した

ら覆輪が出たんですね。 

そういったことから類推すると、覆輪では

なくても砂子で花型の良いやつを交配の中に

入れてくれば、良いのができるかなと思って

「京舞」を交配に入れてできたのが、「銀の

詩」や「銀の琴」です。このようなことをき

っかけにして継続してやっていると見えてく

るものがあるということにつながります。 

それが次のステップに進めるということで

す。覆輪の八重咲ということで交配していっ

たのが、「虹の羽衣」で、「月の羽衣」がそ

の前の世代です。一番最初は何処からきてい

るかというと、「月の玉川」と「フレックル

ド・ゲイシャ」で、直接の交配ではないです

けれどもこれらからできたのが「花寿」とい

う品種です。これに「千鳥」とかけて覆輪の

八重咲を作ろうとしてできたのが「月の羽

衣」で、「白扇」という伊勢系の品種と実生

で「月の玉川」みたいなものをかけてできた

のが「千鳥の舞」ができたんですが、どうし

て覆輪の品種と「白扇」という白色の品種を

かけたのかというと「白扇」には三英の鉾に

きれいに覆輪が入っているんで、ひょっとし

たら覆輪の良い要素が入っているんじゃない

かと思って「千鳥の舞」ができ、それから

「夢の羽衣」ができたということで、少しず

つ理想形に近づいて行ったのと同時に、例え

ばＡとＢを交配したものを自殖するとＡとＢ

の良い性質を併せ持ったものが何らかの割合

で出ますが、そういう交配はほとんどしてま

せん。なぜなら花菖蒲は基本的に他殖性なの

で、それを維持しながら特定の形質を集積し

ていくのでそれに関連がありそうな種類をい

くつも使っていきながら仕事を進めていきま

した。 

 

８ 効率を高める工夫 

 

(1) 別の組み合わせを複数考える 

まず、同じ目的で、別の組み合わせを複

数考えるということです。スタートのとこ

ろが覆輪の品種がいっぱいあるし、八重咲
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の品種がいっぱいあるし、スタートのとこ

ろで、三つ四つの組み合わせをやっておい

て、それの子供で近いやつができたら、そ

の近いやつ同士だけれども、別のところか

ら来たものをかけてやると具合がよくなり

ます。 

 

(2) 袋かけの省略 

 次に、袋かけの省略があります。一番最 

初やってた時にはきちんとしたデータが残

したいので袋かけをやっていたんですけれ

ども、どうしても交配できる数が少なくな

るし、ビニール袋のようなものをかけると

中が蒸れて温度が上がって結実が悪くなる

ので、花菖蒲の方もそうでしたし他の植物

でも、ほっといても種子ができるという植

物に関しては除雄だけはしますけどもそれ

に網をかけるということはやっていません。

頻繁に虫が来るようなところではその辺を

考えなければいけないんでしょうが、温室

の中でやっていると割合入ってくる虫も少

ないのです。また、花菖蒲では、花弁（外

花被）を取り除くということを徐雄や袋か

けの代わりにしていました。 

それに関しては本当に種子が付かないか

ということを検証したほうがいいかなと思

ったので、比較的種子が付きやすい三英の

品種を選んで開花してすぐで柱頭が開いて

いない状態で花弁を取り除いたのと自然に

放置しておくのとを比較してみましたら、

自然に放置したやつが 60～70％の確率で

種子を付けましたけども、花弁を取り除い

たやつは 200ぐらいやった中で 2つだけ実

が膨らんできました。それも実が膨らんで

はきましたが膨らみ具合も種が少ないと思

われる変形したようなやつでした。 

 

(3) 遺伝様式を理解する 

遺伝様式を理解して交配組み合わせを考

えるということです。ただし、最初は遺伝

様式をきちんと調べて論文でも書けたらい

いと思っていたんですが、学者ではなく改

良家の道を目指すことに切り替えましたの

で現状で行くと 1～10％くらいは目的とし

ない交配の種子はあっても問題ないという

考え方です。 

きちんと特性を調べて次の交配につなげ

られるようになると、これは明らかに目的

としてかけたやつの子供ではなくてどっか

から飛び込んだやつの子供だということも

分かりますし、かえって自分の思ってもみ

なかった交配が出てくるということもあり

ますので、そこら辺はあまり固く考えずに

仕事をしています。効率を高めるというこ

とで、遺伝様式を理解して交配を組み合わ

せを考え狙っていく方が確実に分離の確立

が高くなります。 

 

(4) 淘汰は段階を追ってなるべく早めに 

花菖蒲をやっている頃はそんなにシビア

にやってたわけではありませんが、現状は

アジサイの方をだいぶ一所懸命やっている

んですけれども、アジサイの場合はまず種

を播いて、移植するんですけれども、移植

すると生育の芳しいものと芳しくないもの

が出てくるんで、芳しくないやつをピンセ

ットでつんじゃいます。そうすると生育の

旺盛なやつだけが残ります。次の段階でも

うちょっと大きくなったものでは、木の姿

なんかが分かるんですよね。例えば枝が細

くてひょろひょろっとしてて、これじゃ花

が咲いても茎がしっかり立っていられなく

て倒れちゃうよねっていう様なやつは花を

咲かせるところまでいかなくても、若い苗

の状態でわかるんですよね。だからそうい

うものもその時点で淘汰する。でその次の

段階になると栽培してく中でやっぱり病気

が起こったりする訳ですけど、病気が起こ

るやつも病気がなるべくつかない方が良い

ということでいえば、やっぱりその時点で

淘汰する。 

かといって、病気に関しては放任しとい

て病気になったやつだけすてるということ

をやってますと、病気が蔓延してほとんど

枯れてしまうということがあるので、最初

のうちに発病するのを淘汰して、そのあと

消毒をして、しばらくおいてそれでも発病

してくやつを淘汰するということをしてい

ます。 

あとはアジサイに関して言えば、冬の間

に芽とび現象といって、寒さと乾燥で花芽

が枯れちゃう品種があるんですね。そうい

ったやつも落としていきますんで発芽実生

した 90%ぐらいは花が咲く前に捨ててしま

います。今となってはそれが正解だと思っ

てます。 

そう思ってる理由というのは、花を見て

しまうと捨てられなくなるんですよ。病気

が付くとか茎が弱いとか繁殖が悪いとか、

そういうやつは花が良くても結局は普及す
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五三の宝 

る品種にはなり得ないんです。一旦花を見

て良いなと思ってしまうと欠点があっても

捨てられなくなるんです。だから花を見る

前なら思い切って捨てられるんです。 

 

(5) 幅広い交配のために混合花粉を用いる 

 なるべく交配数をたくさんしたいという 

ことですので、交配するときにどのように

すると交配をたくさん出来るかということ

で母親と父親を同じ環境に持ってくるとい

う方法もありますし、花粉だけパックの中

に入れておいて、その花粉だけ持って歩い

て、どんどんかけていくと花粉を寄せてく

るより早いわけです。それとあと混合花粉

を用いるというのは、例えばこれはという

品種が 10本あったとしますよね、これを

相互に交配しますと大体 50の組み合わせ

がありますが、50の交配をするのは大変

だということで、それじゃ例えば 10品種

の花粉を均等に採ってきて、それを混ぜて

10 本の花にかけてやれば、10 本の交配で

似たようなことができるんじゃないかとい

う様な事を考えると、持って歩く花粉の種

類も少なくて済むということで、特に早咲

きの品種を交配したときにはそんなことを

だいぶやりました。 

 

９ 花菖蒲・種間交配 

 ～奇の世界と美の世界～ 

 

これも平尾先生の言葉なんですが、種間雑

種に関しては、これは美の世界ではなくて奇

の世界だなという様な表現を聞いたことがあ

ります。確かにただ縁の遠いものをかかった

だけでいうと珍しいという意味で価値がある

けども本当に観賞価値があるか？というとた

しかにそうだなといえますけど、当時自分と

してはスタートとしては奇の世界だけれども

それが美の世界までいけるところまでやって

いけばそれもありじゃない？と思いながら一

所懸命仕事をしてました。だけども今となっ

て考えてみると、そこの所で費やした労力と

同じだけの労力を他の所でやっていれば、種

間雑種ではなく花菖蒲の系統間交配の方で成

果があがっったんじゃないかな、というイメ

ージを持っていなくはありません。 

 

10 花菖蒲の遺伝様式 

 

遺伝様式については、とりあえず自分でわ

かっている範囲でこれはそうだろうなという

ものについて書き出してみました。 

 

(1) 早咲き品種 

早咲きの方は割と遺伝性が強くて、早い

やつをかけてやれば必ず一定の割合で早い

やつが出るという印象があります。早い時

に咲いた花粉を混合の状態でとっておいて、

それを中咲きや遅咲きの花が良かったり色

が良かったり配色のきれいなものにかけて

やるといったことをしました。 

(2) 六英（内花被の外花被化）は劣勢 

六英というのは内花被が外花被と同じ形

になったもので、それは三英に対して単純

な劣勢です。 

(3) 五三性（基本数の変異性）は劣勢 

五三性というのは「五三の宝」みたいな

基本の数が三、四、五、または六になった

り七になったりすることもあるようですけ

れども、基本数が変異する性質に関しても

単純な劣勢です。 

(4) 台咲（雌蕊の外花被化）は優勢 

  台咲と書いてあるのは品種としては「八

重勝見」がありますけれども、雌蕊が外花

被になったもので、これは優勢です。 

(5) 八重（雄蕊の外花被化）は？ 

八重咲は劣勢の様でもあり、優勢の様で

もあり、状況によって変わるところがあり

ます。 

(6) 薄色は優勢？ 

色が薄いものは、遺伝子が 1 種類だけか

どうかというところがちょっと疑問ですけ

ども優勢的に出てくるところがあると考え

ております。 

(7) 彩色パターンは白を基準に考える 

彩色パターンは白を基準に考えると良い
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というのは、色の覆輪に関して言うと、白

の品種に覆輪の品種をかけると大抵の場合

は 50％ぐらい、ホモに持っていればほぼ

100％覆輪が出ます。あと、吉江先生は花

菖蒲よりも球根ベゴニアの方が交配という

ことでは一所懸命やられていて、ひょっと

したら球根ベゴニアにもきれいな覆輪が出

ていてそこら辺の知識からきているのかと

思って、球根ベゴニアも縁取りの品種を白

や黄色をかけると花菖蒲と同じように出る

んですよね。先程言った、植物の種類が違

っても同じ遺伝の仕方をするのは結構ある

なということを思いました。 

(8) ピンク（ペオニジン型）は劣勢 

伊勢系に特有なピンク色（ペオニジン

型）については単純な劣勢であるというこ

とです。早咲きは優勢的というか、完全な

優勢ではなく個別的に品種間でばらけがで

るのかはわかりません。 

 

11 一つの形質を展開する 

 

一つの形質を展開するということですが、

「五三の宝」をスタートにして「美吉野」を

かけまして、それを自殖をしました。この結

果はごくつまらない紅の覆輪三英ができまし

た。それを当初の目的として「五三の宝」み

たいな数が変わる性質でピンクのやつができ

ないかということでかけたのですけれど、さ

らのそれを自殖しました、それで「桃天女」

という六英の性質を持つピンクで基本数が変

わるという種類ができました。それと同時に、

「五三の雪」という種類に「舞子の浜」とか

「千代の春」とか「碧鳳」をかけて色んな花

が展開できるという様にやりました。 

 

12 品種に関するエピソード 

 

「初紅」という品種は「満月」（江戸系）

に「舞妓」をかけたもので、白いやつに覆輪

をかけると覆輪が出るんだよということです。

「碧涛」という青紫の綺麗な品種があるんで

すけれども、これに関しては実際に交配をし

てみて次の世代から純白のものが分離してく

るということが分かってくるということもあ

りますし、この花自体を見ても芯がちょっと

白いというところと眼といわれる黄色い部分

の周りにちょっと白っぽいところがあります

よね。こういう感じで色が付くやつは白い遺

伝子を持つということが結構ある。白い遺伝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五月晴 

子っていうのは有色の遺伝子にカバーされち

ゃって見えないですけれども、よくよくそう

いうところまで観察していくとそういうとこ

ろが見えてくるという感じです。 

あと、三英と六英の関係でいうと、通常は

三英なんだけれど作りによって花弁が 1枚だ

け外花被みたいになって三英と六英の中間み

たいになるやつってありますよね。そういう

やつは大抵六英の遺伝子をヘテロに持ってい

る。「八重勝見」っていうのは雌蕊が外花被

になる品種で、これ交配してやれば同じよう

な品種が出るんですが、昔からこの品種 1つ

しかないので、もっと改良に使うと良い品種

だと思いながら、残念ながら雌蕊が花弁にな

ってしまいますので母親として使えないんで

すね。花粉は正常に出ますので父親としては

使える。そんな状況だけどあんまり交配に使

えないっていうのは、花の時期が遅いんです

ね。「八重勝見」がもっと早く咲けばその後

に咲いた花と交配できるんですけど、本当に

一番最後に咲いてくれるんで、なかなか交配

ができないということです。 

あとは純白で台咲のものを交配したことが

あります。そしたら、台咲のものは咲いたけ

ど全部砂子でした。ですので台咲と砂子には

リンケージの関係があるのかなと思いました。 

あと色々やってく中でこれは変わってるな

と思ったのは「五月晴」という品種で、こう

いうパターンの品種は殆んど思い当たらない

というのと「五月晴」を自殖すると「五月

晴」と同じものは一つも出ないんですね。全

部六英の筋花になるので、これから考えると、

周縁キメラというやつで本来は筋花の性質を

持っているのだけれど、一番表層の部分が多

分白だと思うんですけど内部の遺伝子と表層

の遺伝子が違っている周縁キメラという構造

になっているのではないかと思います。 

 


